
≪改正の内容≫
◆議員の期末手当

◆市長、副市長、教育長の期末手当
・現行の支給割合から0.05か月分引き上げ
◆職員
・給与月額を200円～2,000円までの間で引き上げ
・勤勉手当を現行から0.05か月分引き上げ
◆一般職の任期付職員（保育士・管理栄養士等）
・各号給（級）給料月額を800円～1,700円引き上げ

　
令
和
元
年
の
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
議
会
最
終
日
の
追
加
議
案
と
し
て
条
例

等
が
提
出
さ
れ
、
即
日
で
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達

成
や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
、
森
林

整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的

に
確
保
す
る
観
点
か
ら
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
国

か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を

財
源
と
す
る
幸
手
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
は
将
来
、
公
共
建
築
物
の
木
造

化
や
教
育
施
設
、
子
育
て
支
援
施
設
に

お
い
て
木
造
の
机
・
椅
子
・
書
棚
・
遊

具
等
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　令
和
元
年
12
月
定
例
会
は
11
月
29
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案
等
は
条
例
案
10
件
、
補
正
予
算
8
件
、
指
定
管
理
者
指
定
1
件
、
人
事
案
件
1
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
と
な
り
ま

し
た
。

　

　一
般
質
問
は
13
人
の
議
員
が
市
政
を
質
し
ま
し
た
。

令和元年
12月定例会〈

追
加
議
案
〉議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
や
、市
長
等
、職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正（
議
案
第
82
号
〜
第
85
号
）及
び
令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
等（
第
86
号
〜
第
88
号
）を
可
決
。

幸
手
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例
を
制
定（
議
案
第
69
号
）

・幸手市立図書館
・幸手市立図書館香日向分館
指定管理者：
株式会社図書館流通センター
指定の期間：令和2年4月1日から
　　　　　　令和7年3月31日まで

指定管理者の
　　　　指定を可決！
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　二

今
年
も

よ
ろ
し
く

　お
願
い

　
　い
た
し
ま
す

　
生
活
保
護
扶
助
費
の
減
額
理
由
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
年
度
途
中
で
の

1
億
2
2
7
0
万
2
千
円
減
額
を
な
ぜ

こ
の
時
期
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
、
特
に
一
般
財
源
で
の
負
担
分
の
4

分
の
1
で
あ
る
、
3
0
6
7
万
2
千
円

は
大
き
い
減
額
で
す
。
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
受
給
世

帯
数
、
人
数
も
伺
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
生

活
保
護
扶
助
費
の
予
算
計
上
に
お
い
て

は
、
生
活
保
護
受
給
者
を
4
7
0
世
帯
、

5
8
3
人
と
見
込
み
、
10
億
7
0
3
0

万
7
千
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
年
度
当
初
に
お
け
る
受
給
者

数
が
4
4
9
世
帯
、
5
4
6
人
ま
で
減

少
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
補
正
予
算
第

4
号
に
お
い
て
4
1
6
4
万
9
千
円
の

減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
も
受
給
者
数
は
10
月
末
で
4
2
5
世

帯
、
5
0
0
人
ま
で
減
少
し
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
現
予
算
の
不

用
額
を
見
込
み
、
1
億
2
2
7
0
万
2

千
円
の
減
額
補
正
予
算
を
上
程
し
ま
し

た
。
受
給
世
帯
は
平
成
28
年
度
の
10
月

の
時
点
で
、
世
帯
数
4
9
6
世
帯
、
人

数
が
6
4
1
人
、
平
成
29
年
度
、
4
9

1
世
帯
、
6
1
9
人
、
平
成
30
年
度
、
4

5
6
世
帯
、
5
6
6
人
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
、
こ
れ
が
5

0
0
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
理
由
と
現

在
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

広
聴
費
委
託
料
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

業
務
委
託
料
2
7
3
万
1
千
円
の
減
額

理
由
、
返
礼
品
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
5
0
0
万
円
減
額
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
1
0
0
0
万
円
の
寄
付
金
を
見
込

ん
で
お
り
ま
し
た
が
現
在
の
実
績
な
ど

か
ら
下
回
る
も
の
と
判
断
し
、
減
額
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
次
に
、
令
和
元
年
12
月
6
日
現
在
の

実
績
で
す
が
、
件
数
に
つ
い
て
は
1
2

3
件
、
金
額
は
3
0
2
万
1
千
円
で
す
。

　
業
務
委
託
の
減
額
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
に
応
じ
て
委
託
料
が
変
動
し

ま
す
こ
と
か
ら
、
委
託
先
業
者
に
支
払

う
委
託
料
も
減
額
と
な
る
も
の
で
す
。

委
託
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
1
点

目
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
シ
ス
テ
ム
管

理
運
用
、
2
点
目
は
寄
付
者
に
対
す
る

書
類
の
発
行
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
、

3
点
目
は
事
業
者
を
含
め
た
返
礼
品
管

理
、
4
点
目
は
配
送
管
理
、
5
点
目
は

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

委
託
先
業
者
に
は
管
理
運
営
に
関
す
る

経
費
と
し
て
、
寄
付
金
額
の
16
％
と
返

礼
品
代
、
配
送
料
の
実
費
を
ま
と
め
て

委
託
料
と
し
て
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

　
返
礼
品
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
12
月

6
日
現
在
で
9
事
業
者
、
49
品
が
幸
手

市
の
返
礼
品
と
な
っ
て
お
り
、
カ
モ
肉

が
6
品
、
和
菓
子
が
3
品
、
パ
ン
ケ
ー

キ
ク
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス
粉
が
1
品
、

ウ
ナ
ギ
が
10
品
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
洋
菓

子
が
6
品
、
個
人
農
家
の
お
米
が
10
品
、

J
A
の
お
米
が
3
品
、
郵
便
局
の
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
が
9
品
、
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
出
走
券
が
1
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
　
壽
男

　
議
案
第
70
号
幸
手
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
賛
成
の
討
論
を
致
し
ま
す
。

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
は
、
公
務
の

適
性
の
た
め
、
地
方
公
務
員
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
特
別
職
任
用

及
び
臨
時
的
任
用
の
適
性
を
確
保
し
、

一
般
職
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用

等
の
制
度
の
明
確
化
を
図
り
、
臨
時
的

任
用
職
員
の
厳
格
化
と
特
別
職
の
任
用

が
厳
格
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
議
案
第
70
号
の
幸
手

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
改

正
と
な
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移

行
す
る
も
の
と
区
長
、
農
家
組
合
長
等

い
く
つ
か
が
特
別
職
か
ら
削
除
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
殊
に
、
市
と
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ

役
で
あ
る
区
長
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

対
す
る
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
し
、

助
言
調
査
な
ど
も
行
い
、
新
地
方
公
務

員
法
に
お
い
て
も
、
特
別
職
に
な
ら
な

い
こ
と
も
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
特
別

職
か
ら
削
除
さ
れ
た
も
の
の
、
新
し
い

区
長
の
地
位
、
身
分
、
職
務
、
災
害
補

償
等
の
制
度
的
位
置
付
け
が
明
確
に
定

ま
ら
な
い
ま
ま
、
残
念
な
が
ら
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
信
頼
さ
れ
、
更
な
る
福
利
の

増
進
が
図
ら
れ
る
区
長
制
度
の
構
築
を

強
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
幸
多
き
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
年
中
は
市
議
会
に
対

し
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
執
行
機
関
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
的
確
に
果
た
し

つ
つ
、
市
政
の
諸
課
題
に
対
し
て
、

積
極
的
に
政
策
提
言
等
を
行
い
、

本
年
も
公
明
正
大
に
市
政
の
一
翼

を
担
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会
運
営

に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市議会議長
宮杉　勝男

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
第
10
代
幸
手
市
長
に

就
任
し
、
皆
様
と
と
も
に
新
し
い

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、「
第

6
次
幸
手
市
総
合
振
興
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
発
展
が
出
来
る

よ
う
幸
手
市
政
の
全
事
業
を
総
点

検
し
、
市
民
の
皆
様
に
幸
手
市
の

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
未
来
志
向
の
街
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市長
木村　純夫

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
5
号
）

　
　
　
　
　(議
案
第
75
号
)

12
月
定
例
会

本
会
議
議
案
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容
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≪改正の内容≫
◆議員の期末手当

◆市長、副市長、教育長の期末手当
・現行の支給割合から0.05か月分引き上げ
◆職員
・給与月額を200円～2,000円までの間で引き上げ
・勤勉手当を現行から0.05か月分引き上げ
◆一般職の任期付職員（保育士・管理栄養士等）
・各号給（級）給料月額を800円～1,700円引き上げ

　
令
和
元
年
の
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
議
会
最
終
日
の
追
加
議
案
と
し
て
条
例

等
が
提
出
さ
れ
、
即
日
で
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達

成
や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
、
森
林

整
備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的

に
確
保
す
る
観
点
か
ら
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
国

か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を

財
源
と
す
る
幸
手
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
は
将
来
、
公
共
建
築
物
の
木
造

化
や
教
育
施
設
、
子
育
て
支
援
施
設
に

お
い
て
木
造
の
机
・
椅
子
・
書
棚
・
遊

具
等
の
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　令
和
元
年
12
月
定
例
会
は
11
月
29
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案
等
は
条
例
案
10
件
、
補
正
予
算
8
件
、
指
定
管
理
者
指
定
1
件
、
人
事
案
件
1
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
と
な
り
ま

し
た
。

　

　一
般
質
問
は
13
人
の
議
員
が
市
政
を
質
し
ま
し
た
。

令和元年
12月定例会〈

追
加
議
案
〉議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
や
、市
長
等
、職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正（
議
案
第
82
号
〜
第
85
号
）及
び
令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
等（
第
86
号
〜
第
88
号
）を
可
決
。

幸
手
市
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例
を
制
定（
議
案
第
69
号
）

・幸手市立図書館
・幸手市立図書館香日向分館
指定管理者：
株式会社図書館流通センター
指定の期間：令和2年4月1日から
　　　　　　令和7年3月31日まで

指定管理者の
　　　　指定を可決！

議

　長
　
　
　宮

　杉

　勝

　男

副
議
長

　
　
　小

　林

　啓

　子

議

　員
（
議
席
順
）

四

　本

　奈
緒
美

坂

　本

　達

　夫

海
老
沼

　隆

　夫

小

　林

　英

　雄

枝
久
保

　喜
八
郎

本

　田

　謡

　子

小
河
原

　浩

　和

松

　田

　雅

　代

木

　村

　治

　夫

藤

　沼

　
　
　貢

青

　木

　
　
　章

武

　藤

　壽

　男

大

　平

　泰

　二

今
年
も

よ
ろ
し
く

　お
願
い

　
　い
た
し
ま
す

　
生
活
保
護
扶
助
費
の
減
額
理
由
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
年
度
途
中
で
の

1
億
2
2
7
0
万
2
千
円
減
額
を
な
ぜ

こ
の
時
期
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
、
特
に
一
般
財
源
で
の
負
担
分
の
4

分
の
1
で
あ
る
、
3
0
6
7
万
2
千
円

は
大
き
い
減
額
で
す
。
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
受
給
世

帯
数
、
人
数
も
伺
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
生

活
保
護
扶
助
費
の
予
算
計
上
に
お
い
て

は
、
生
活
保
護
受
給
者
を
4
7
0
世
帯
、

5
8
3
人
と
見
込
み
、
10
億
7
0
3
0

万
7
千
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
年
度
当
初
に
お
け
る
受
給
者

数
が
4
4
9
世
帯
、
5
4
6
人
ま
で
減

少
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
補
正
予
算
第

4
号
に
お
い
て
4
1
6
4
万
9
千
円
の

減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
も
受
給
者
数
は
10
月
末
で
4
2
5
世

帯
、
5
0
0
人
ま
で
減
少
し
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
現
予
算
の
不

用
額
を
見
込
み
、
1
億
2
2
7
0
万
2

千
円
の
減
額
補
正
予
算
を
上
程
し
ま
し

た
。
受
給
世
帯
は
平
成
28
年
度
の
10
月

の
時
点
で
、
世
帯
数
4
9
6
世
帯
、
人

数
が
6
4
1
人
、
平
成
29
年
度
、
4
9

1
世
帯
、
6
1
9
人
、
平
成
30
年
度
、
4

5
6
世
帯
、
5
6
6
人
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
、
こ
れ
が
5

0
0
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
理
由
と
現

在
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

広
聴
費
委
託
料
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

業
務
委
託
料
2
7
3
万
1
千
円
の
減
額

理
由
、
返
礼
品
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
5
0
0
万
円
減
額
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
1
0
0
0
万
円
の
寄
付
金
を
見
込

ん
で
お
り
ま
し
た
が
現
在
の
実
績
な
ど

か
ら
下
回
る
も
の
と
判
断
し
、
減
額
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
次
に
、
令
和
元
年
12
月
6
日
現
在
の

実
績
で
す
が
、
件
数
に
つ
い
て
は
1
2

3
件
、
金
額
は
3
0
2
万
1
千
円
で
す
。

　
業
務
委
託
の
減
額
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
に
応
じ
て
委
託
料
が
変
動
し

ま
す
こ
と
か
ら
、
委
託
先
業
者
に
支
払

う
委
託
料
も
減
額
と
な
る
も
の
で
す
。

委
託
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
1
点

目
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
シ
ス
テ
ム
管

理
運
用
、
2
点
目
は
寄
付
者
に
対
す
る

書
類
の
発
行
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
、

3
点
目
は
事
業
者
を
含
め
た
返
礼
品
管

理
、
4
点
目
は
配
送
管
理
、
5
点
目
は

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

委
託
先
業
者
に
は
管
理
運
営
に
関
す
る

経
費
と
し
て
、
寄
付
金
額
の
16
％
と
返

礼
品
代
、
配
送
料
の
実
費
を
ま
と
め
て

委
託
料
と
し
て
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

　
返
礼
品
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
12
月

6
日
現
在
で
9
事
業
者
、
49
品
が
幸
手

市
の
返
礼
品
と
な
っ
て
お
り
、
カ
モ
肉

が
6
品
、
和
菓
子
が
3
品
、
パ
ン
ケ
ー

キ
ク
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス
粉
が
1
品
、

ウ
ナ
ギ
が
10
品
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
洋
菓

子
が
6
品
、
個
人
農
家
の
お
米
が
10
品
、

J
A
の
お
米
が
3
品
、
郵
便
局
の
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
が
9
品
、
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
出
走
券
が
1
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
　
壽
男

　
議
案
第
70
号
幸
手
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
賛
成
の
討
論
を
致
し
ま
す
。

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
は
、
公
務
の

適
性
の
た
め
、
地
方
公
務
員
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
特
別
職
任
用

及
び
臨
時
的
任
用
の
適
性
を
確
保
し
、

一
般
職
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用

等
の
制
度
の
明
確
化
を
図
り
、
臨
時
的

任
用
職
員
の
厳
格
化
と
特
別
職
の
任
用

が
厳
格
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
議
案
第
70
号
の
幸
手

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
改

正
と
な
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移

行
す
る
も
の
と
区
長
、
農
家
組
合
長
等

い
く
つ
か
が
特
別
職
か
ら
削
除
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
殊
に
、
市
と
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ

役
で
あ
る
区
長
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

対
す
る
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
し
、

助
言
調
査
な
ど
も
行
い
、
新
地
方
公
務

員
法
に
お
い
て
も
、
特
別
職
に
な
ら
な

い
こ
と
も
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
特
別

職
か
ら
削
除
さ
れ
た
も
の
の
、
新
し
い

区
長
の
地
位
、
身
分
、
職
務
、
災
害
補

償
等
の
制
度
的
位
置
付
け
が
明
確
に
定

ま
ら
な
い
ま
ま
、
残
念
な
が
ら
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
信
頼
さ
れ
、
更
な
る
福
利
の

増
進
が
図
ら
れ
る
区
長
制
度
の
構
築
を

強
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
幸
多
き
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
年
中
は
市
議
会
に
対

し
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
執
行
機
関
へ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
的
確
に
果
た
し

つ
つ
、
市
政
の
諸
課
題
に
対
し
て
、

積
極
的
に
政
策
提
言
等
を
行
い
、

本
年
も
公
明
正
大
に
市
政
の
一
翼

を
担
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会
運
営

に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市議会議長
宮杉　勝男

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
第
10
代
幸
手
市
長
に

就
任
し
、
皆
様
と
と
も
に
新
し
い

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
い
て
は
、「
第

6
次
幸
手
市
総
合
振
興
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
発
展
が
出
来
る

よ
う
幸
手
市
政
の
全
事
業
を
総
点

検
し
、
市
民
の
皆
様
に
幸
手
市
の

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
未
来
志
向
の
街
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市長
木村　純夫

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
5
号
）

　
　
　
　
　(議
案
第
75
号
)

12
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

答

　弁

質

　疑

質

　疑

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.93 〔市議会だよりさって〕No.93



　
生
活
保
護
扶
助
費
の
減
額
理
由
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
年
度
途
中
で
の

1
億
2
2
7
0
万
2
千
円
減
額
を
な
ぜ

こ
の
時
期
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
、
特
に
一
般
財
源
で
の
負
担
分
の
4

分
の
1
で
あ
る
、
3
0
6
7
万
2
千
円

は
大
き
い
減
額
で
す
。
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
受
給
世

帯
数
、
人
数
も
伺
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
生

活
保
護
扶
助
費
の
予
算
計
上
に
お
い
て

は
、
生
活
保
護
受
給
者
を
4
7
0
世
帯
、

5
8
3
人
と
見
込
み
、
10
億
7
0
3
0

万
7
千
円
を
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
年
度
当
初
に
お
け
る
受
給
者

数
が
4
4
9
世
帯
、
5
4
6
人
ま
で
減

少
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
補
正
予
算
第

4
号
に
お
い
て
4
1
6
4
万
9
千
円
の

減
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
も
受
給
者
数
は
10
月
末
で
4
2
5
世

帯
、
5
0
0
人
ま
で
減
少
し
続
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
現
予
算
の
不

用
額
を
見
込
み
、
1
億
2
2
7
0
万
2

千
円
の
減
額
補
正
予
算
を
上
程
し
ま
し

た
。
受
給
世
帯
は
平
成
28
年
度
の
10
月

の
時
点
で
、
世
帯
数
4
9
6
世
帯
、
人

数
が
6
4
1
人
、
平
成
29
年
度
、
4
9

1
世
帯
、
6
1
9
人
、
平
成
30
年
度
、
4

5
6
世
帯
、
5
6
6
人
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
、
こ
れ
が
5

0
0
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
理
由
と
現

在
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

広
聴
費
委
託
料
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

業
務
委
託
料
2
7
3
万
1
千
円
の
減
額

理
由
、
返
礼
品
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
5
0
0
万
円
減
額
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
1
0
0
0
万
円
の
寄
付
金
を
見
込

ん
で
お
り
ま
し
た
が
現
在
の
実
績
な
ど

か
ら
下
回
る
も
の
と
判
断
し
、
減
額
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
次
に
、
令
和
元
年
12
月
6
日
現
在
の

実
績
で
す
が
、
件
数
に
つ
い
て
は
1
2

3
件
、
金
額
は
3
0
2
万
1
千
円
で
す
。

　
業
務
委
託
の
減
額
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
に
応
じ
て
委
託
料
が
変
動
し

ま
す
こ
と
か
ら
、
委
託
先
業
者
に
支
払

う
委
託
料
も
減
額
と
な
る
も
の
で
す
。

委
託
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
1
点

目
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
シ
ス
テ
ム
管

理
運
用
、
2
点
目
は
寄
付
者
に
対
す
る

書
類
の
発
行
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
、

3
点
目
は
事
業
者
を
含
め
た
返
礼
品
管

理
、
4
点
目
は
配
送
管
理
、
5
点
目
は

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

委
託
先
業
者
に
は
管
理
運
営
に
関
す
る

経
費
と
し
て
、
寄
付
金
額
の
16
％
と
返

礼
品
代
、
配
送
料
の
実
費
を
ま
と
め
て

委
託
料
と
し
て
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

　
返
礼
品
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
12
月

6
日
現
在
で
9
事
業
者
、
49
品
が
幸
手

市
の
返
礼
品
と
な
っ
て
お
り
、
カ
モ
肉

が
6
品
、
和
菓
子
が
3
品
、
パ
ン
ケ
ー

キ
ク
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス
粉
が
1
品
、

ウ
ナ
ギ
が
10
品
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
洋
菓

子
が
6
品
、
個
人
農
家
の
お
米
が
10
品
、

J
A
の
お
米
が
3
品
、
郵
便
局
の
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
が
9
品
、
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
出
走
券
が
1
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
　
壽
男

　
議
案
第
70
号
幸
手
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
賛
成
の
討
論
を
致
し
ま
す
。

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
は
、
公
務
の

適
性
の
た
め
、
地
方
公
務
員
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
特
別
職
任
用

及
び
臨
時
的
任
用
の
適
性
を
確
保
し
、

一
般
職
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用

等
の
制
度
の
明
確
化
を
図
り
、
臨
時
的

任
用
職
員
の
厳
格
化
と
特
別
職
の
任
用

が
厳
格
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
議
案
第
70
号
の
幸
手

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
改

正
と
な
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移

行
す
る
も
の
と
区
長
、
農
家
組
合
長
等

い
く
つ
か
が
特
別
職
か
ら
削
除
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
殊
に
、
市
と
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ

役
で
あ
る
区
長
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

対
す
る
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
し
、

助
言
調
査
な
ど
も
行
い
、
新
地
方
公
務

員
法
に
お
い
て
も
、
特
別
職
に
な
ら
な

い
こ
と
も
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
特
別

職
か
ら
削
除
さ
れ
た
も
の
の
、
新
し
い

区
長
の
地
位
、
身
分
、
職
務
、
災
害
補

償
等
の
制
度
的
位
置
付
け
が
明
確
に
定

ま
ら
な
い
ま
ま
、
残
念
な
が
ら
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
信
頼
さ
れ
、
更
な
る
福
利
の

増
進
が
図
ら
れ
る
区
長
制
度
の
構
築
を

強
く
お
願
い
し
ま
す
。

　「
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て
」

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

　
　
神
　
谷
　
　
　
茂
　
氏

　
　
根
　
岸
　
英
　
範
　
氏

　
　
鴨
　
田
　
利
　
夫
　
氏

　
　
石
　
塚
　
一
　
昭
　
氏

【
補
充
員
】（
補
充
順
位
順
）

　
　
清
　
水
　
千
　
香
　
氏

　
　
川
　
端
　
　
　
博
　
氏

　
　
森
　
田
　
栄
　
次
　
氏

　
　
田
　
中
　
憲
　
一
　
氏

　
地
方
自
治
法
1
8
2
条
第
1
項

及
び
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
4
人
、
補
充

員
4
人
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

賛
成
討
論

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
を
可
決

　
　（議
案
第
70
号
）

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

駒

　橋

　明

　彦

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　が
決
ま
り
ま
し
た

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　が
決
ま
り
ま
し
た

分
を
見
込
み
、
こ
の
差
額
の
5
4
1
万

9
千
円
を
増
額
補
正
し
た
。

問
　
可
燃
性
残
さ
運
搬
処
分
事
業
で
追

加
補
正
が
発
生
し
た
理
由
は
。

答
　
粗
大
ご
み
施
設
か
ら
発
生
し
た
可

燃
性
残
渣
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
桜

泉
園
か
ら
中
間
処
理
施
設
ま
で
運
搬
し

て
い
る
業
務
で
、
中
間
処
理
施
設
で
焼

却
処
理
後
、
発
生
す
る
焼
却
灰
を
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
に
運
搬
し
て
い
る
。

　
運
搬
費
は
、
既
に
3
年
間
契
約
し
て

お
り
、
1
ト
ン
1
万
円
で
変
更
は
な
い

が
、
処
理
費
が
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

外
国
輸
出
も
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
関

係
で
、
現
在
の
金
額
で
は
処
分
が
で
き

ず
、
処
分
費
を
1
ト
ン
3
万
8
千
円
か

ら
5
万
円
に
変
更
し
た
た
め
、
補
正
し

た
。

問
　
幸
手
市
が
区
長
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
し
た
根
拠
は
。

答
　
総
務
省
行
政
局
が
出
し
て
い
る
事

務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
全
国
町
村
会

の
説
明
資
料
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る

ま
す
が
、
そ
れ

ら
の
中
で
は
改

正
さ
れ
た
地
方

公
務
委
員
法
の

条
項
に
、
区
長

は
合
致
し
な
い

と
な
っ
て
る
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
い
う
位

置
づ
け
で
の
運

用
を
考
え
て
い

る
。

問
　
臨
時
職
員
賃
金
の
増
額
理
由
は
。

答
　
年
度
当
初
32
名
の
臨
時
職
員
で
運

用
す
る
予
定
で
し
た
が
、
10
月
か
ら
36

名
の
運
用
に
な
っ
た
。

　
そ
の
増
額
分
と
、
最
低
賃
金
が
1
時

間
当
た
り
30
円
か
ら
40
円
程
度
の
上
昇

答
　
市
民
税
・
県
民
税
を
合
わ
せ
て
、

幸
手
市
民
の
負
担
額
は
約
2
6
0
0
万

円
に
な
る
。

問
　
区
長
職
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
内

容
は
。

答
　
区
長
職
は
市
の
事
務
的
補
助
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
薄
い
こ
と
、
勤
務
時
間
が

基
本
的
に
定
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

今
回
、
条
例
改
正
に
つ
い
て
提
案
し
た

が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
要
綱
等
に
つ
い

て
も
、
施
行
日
の
令
和
2
年
4
月
1
日

ま
で
に
改
正
す
る
予
定
で
あ
る
。
幸
手

市
区
長
設
置
要
綱
に
つ
い
て
は
、
な
く

な
る
も
の
で
は
な
く
、
区
長
の
身
分
を

変
更
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

要
綱
に
記
さ
れ
て
い
る
設
置
の
目
的
や
、

職
務
内
容
等
が
変
わ
る
予
定
は
な
い
。

問
　
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

答
　
幸
手
市
は

森
林
が
な
い
都

市
部
で
あ
る
た

め
、
基
金
の
使

途
は
、
公
共
建

物
へ
の
木
材
利

用
や
啓
発
等
の

取
り
組
み
が
中

心
に
な
る
。

　
具
体
的
に
ど

の
公
共
施
設
に

使
用
す
る
と
い

う
予
定
は
な
い

が
、
平
成
29
年

に
、
市
有
施
設
の
木
造
化
・
木
質
化
等

に
関
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

公
共
施
設
の
内
装
の
木
質
化
や
、
木
製

備
品
の
購
入
、
あ
る
い
は
学
校
の
木
製

の
机
、
木
製
の
椅
子
の
整
備
に
使
っ
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問
　
森
林
環
境
税
の
幸
手
市
に
お
け
る

納
税
額
は
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
5
号
）

　
　
　
　
　（議
案
第
75
号
）

幸
手
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　（議
案
第
70
号
）

幸
手
市
森
林
環
境
譲
与
税
基

金
条
例

　
　（議
案
第
69
号
）

問答問

答答 問

問答

問答問答

答

　弁

こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

〔市議会だよりさって〕No.93 〔市議会だよりさって〕No.93 （4）（5）


